
釧路市の人口の状況について（総人口）

釧路市の人口の状況（総人口）

○国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(2023年推計)」に基づいて釧路市の将来展望人口を作成し、過去の

計画における将来展望人口と比較を行った

資料６

＜設定条件＞

前々回・前回（2015年：第１期・2020年：第２期） 今回（2025年：第３期）

基礎となる将来推計人口 一般社団法人　北海道総合研究調査会（④HIT）が2014年に推計 ○国立社会保障・人口問題研究所（③社人研）が2023年に推計

合計特殊出生率 1.32（2015年）⇒1.80（2030年）⇒2.07（2040年） 1.22（2025年）⇒1.80（2050年）⇒2.07（2060年）

純移動率 2040年までに転入10％増、転出10％減 2050年までに転入10％増、転出10％減

　　　　　　　　20～39歳の移動率20％増 　　　　　　　　20～39歳の移動率20％増
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【凡例】

①将来展望（前々回・前回）

②将来展望（今回）

③社人研（2023年推計）

④HIT（前回：2014年推計）
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④

2024年現在
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【解説】
・自然増減については、減少幅が拡大している。
・社会増減については、横ばいかつ減少幅縮小傾向で推移しており、専門人材の確
保・育成や関係人口の創出・拡大等の取組が一定の取組成果として表れている。

【自然増減の推移】

【社会増減の推移】

釧路市の人口の状況（社会増減・自然増減）

○釧路市の死亡数と出生数の差による「自然増減」と、流出数と流入数の差による「社会増減」の推移については以下のとおり

釧路市の人口の状況について（社会増減・自然増減）
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釧路市の人口の状況について（出生数）

釧路市の人口の状況（出生数）

○釧路市の出生数の推移（出生率含む）については以下のとおり

● 女性の数（15～49歳）

■ 女性の数（20～39歳）

＜増減率（2008→2022年）＞
○出生数：△48.0％
○女性の数（15～49歳）：△28.5％
○女性の数（20～39歳）：△38.5％

（資料）住民基本台帳人口、人口動態統計特殊報告（厚生労働省）、国勢調査（総務省）

※合計特殊出生率：「15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、
一人の女性が一生の間に生む子どもの数に相当する。

【解説】
・出生数は2008年の1,368人から2022年には712人となり、14年で半分近くになった。この間、女性の数は15～49歳で28.5％減少、20～39
歳で38.5％減少しており、子を産む世代の女性の減少が出生数の減少に大きな影響を及ぼしている。

・この他、未婚率の増加、出産・育児に対する価値観の多様化、経済状況や社会情勢なども出生数の変動に影響があると考えられる。

・合計特殊出生率は、1.35（2008～2012年）、1.31（2013～2017年）、1.22（2018～2022年）と推移しており、出生数を大きく変動させ
るような動きは見せていない。

※
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釧路市の人口の状況について（人口移動）
釧路市の人口の状況（人口移動）

○釧路市の年齢階級別人口移動及び主な転入先・転出先別の社会増減については、以下のとおり

【解説】
・年齢階級別(男性)のグラフでは、高校・大学等へ進学する「15～19歳」で
転入超過となっているのに対し 、大学等の卒業時にあたる「20～24歳」
で大きく転出超過となっている。
また、「25～29歳」、30代、40代の転出超過が多くなっており、転勤や
転職等に伴った転出者も増加傾向にある。
・年齢階級別(女性)のグラフでは、 「20～24歳」で転出超過となっている。
・なお、男女ともに 「20～24歳」の転出数のマイナス幅が減少している。

・転入元・転出先別について、道内でみると 主に「札幌市」、「帯広市」に対し
ては転出超過、「釧路管内」、「根室管内」に対しては転入超過となっている。
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人口移動の詳細について（対札幌市）
釧路市の人口の状況（人口移動）

○釧路市・札幌市間の転出入の年齢階級別推移は以下のとおり
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＜5～19歳＞
10・20年前より改善

＜20～39歳＞
10年前より悪化

社会増減
○2003年 △907人
○2013年 △692人
○2023年 △847人

＜40～44歳＞
10・20年前より改善

＜45歳以上＞
大きな変動なし

【解説】
・社会増減のマイナス幅は一時改善したものの、この10年で拡大。
・ほとんどの年代で社会増減はマイナスで、特に「15～24歳」のマイナス幅が大きい。
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人口移動の詳細について（対帯広市）
釧路市の人口の状況（人口移動）

○釧路市・帯広市間の転出入の年齢階級別推移は以下のとおり
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年齢階級別社会増減（対帯広市） 2003年 2013年 2023年
（人）

＜15～19歳＞
10年前より改善

＜20～34歳・40～54歳＞
10・20年前より悪化

社会増減
○2003年 △54人
○2013年 △70人
○2023年 △135人※2003年は旧釧路市

【解説】
・社会増減のマイナス幅は全体的に拡大。
・「0～4歳」「15～19歳」「65～69歳」「75～79歳」以外の 年齢階級の社会増減はマイナス。
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年齢階級別社会増減（対東京都） 2003年 2013年 2023年（人）

＜15～19歳＞
10・20年前より改善

＜20～29歳＞
10・20年前より悪化

社会増減
○2003年 △121人
○2013年 △160人
○2023年 △146人※2003年は旧釧路市

釧路市の人口の状況（人口移動）

○釧路市・東京都間の転出入の年齢階級別推移は以下のとおり

【解説】
・社会増減のマイナス幅はこの10年で縮小。
・若年層（「0～34歳」）はマイナスの一方で、「45～74歳」はプラスとなっている。

人口移動の詳細について（対東京都）
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